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本日のアウトライン

1. 衛星利用の基礎知識

2. 衛星リモセンデータ利用ビジネスの事例

3. リモセンデータカタログの紹介
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3種類の衛星利用

a) リモートセンシング(地球観測)

b)測位（GPS)

c) 通信・放送

3

GPS



JAXAとみちびき(準天頂衛星システム:QZSS)

初号機

２号機

３号機

４号機

2010年9月11日

2017年6月1日

2017年8月19日

2017年10月10日

2017年2月28日

2010年9月11日

JAXAが開発・運用

ユーザ

が運用

内閣府へ移管

➢ 衛星測位サービス
→GPSの補完

➢ 測位補強サービス
✓ サブメータ級

✓ 誤差1m以下
✓ センチメータ級

✓ 誤差数cm 
４機体制

７機体制

2018年度

QSS
準天頂衛星システムサービス株式会社
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2023年度

JAXA は、MADOCA(複数GNSS対応高精度軌道時刻推定ツー
ル)を研究開発し、センチメータ級測位の一方式であるPPP方
式に基づく、高精度軌道時刻プロダクトの生成・ネット配信

を行っている。



センチメータ級測位に向けた取り組み
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衛星測位の利用分野の例

「リアルタイムでセンチメータ級測位」が実現すると、

様々な分野への応用が可能



3種類の衛星利用

a) リモートセンシング(地球観測)

b)測位（GPS)

c) 通信・放送
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GPS



リモートセンシング（リモセン）とは?

衛星のカメラ･センサーで地球を観測する技術
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人工衛星
（カメラ・セン
サ−）

反射
放射

放射

反射

放射

大気



リモートセンシングの三つの軸

8



波長による観測センサの違い
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主要なリモートセンシングデータ

1. 高分解能光学衛星画像(衛星写真)

➢ 細かく見える (最大 約0.3 m)

➢ 雲がある場合や、夜間は観測不可

2. SAR(レーダー)画像

➢ 雲があっても、夜でも観測可能

3. グローバル環境観測データ

➢ 高頻度だが粗い

➢ 様々な観測対象(雨、水蒸気、地表面温度, etc.)
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11

SAR(レーダー)画像(雲がない) 光学画像（目で見たのと同じ）
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だいち2号(ALOS-2)(SAR)による地球観測



リモートセンシングのメリット

• 遠隔地（山奥等）や危険な地域（紛争地等）のデータが取れる。

• 「広範囲」に「高頻度」で「客観的」なデータを「周期的」に
「すぐに」取れる。

• (対象が広い場合)単位面積あたりのデータ取得コストが安い。

→狭いとドローンや地上センサと競合

• 過去データが入手可能。
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(1) スマート･最適化活動タイプ
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 スマート農業
➢ 植生指数モニタ･環境データ(降水、土壌水分、日射量)などによる栽培管理

➢ 作業や農業機器活用の最適化、水分含有量による乾燥工程の最適化等

 スマート漁業
➢ 海温情報等による効率的漁場探知(燃料の節約)

 発電最適化
➢ ひまわりデータ等を活用した太陽光発電の受給予測

 効率的災害対策・復旧
➢ 衛星画像による被害推定等の活用

 航空機・船舶運行ルートの最適化
➢ 衛星気象・海氷データ(北極海航路)等の活用

 効率的老朽化インフラモニタ
➢ 地盤沈下データによる点検優先度の高いものの識別

 効率的な保険金支払い
➢ 衛星による被害推定データの活用

 小売マーケティングの最適化
➢ 衛星画像による顧客動向の把握や気象データ等の活用

 不動産取引の最適化
➢ 衛星データによる不動産(耕作放棄地含む)の状況の識別とマッチング



スマート漁業の例

• JAFIC(漁業情報サービスセンター)の漁業探査システム

– 衛星データを利用することで、日本国内で約15%の漁船燃油を節約。

– 衛星データ情報から漁場を見つけ、沖合や遠洋の漁船に知らせる漁業探査シス
テム（名称「エビスくん」）を導入。

– 例えばメバチマグロには、水温16～17℃程度で水深200～300mを泳ぐ習性が
ある。一方、海面は、海水の温度に応じて盛り上がる性質を持っている。海面
の盛り上がる高さが1m程度になる「暖水塊」と呼ばれる場所は、ちょうど水深
200～300mが16～17℃になっていることが多く、メバチマグロが多くいる可
能性が高い場所だと判断できる。
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(2) 統計・予測タイプ
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他社より先に情報を把握することによる競争力強化

 農業統計(作付面積・収量)

 作物収量予測による先物取引

 石油タンクの影の長さの識別による石油備蓄量推定

 衛星夜間光等によるGDPなど経済活動の推定

(作物収量推定の例)

SAR画像 作付け面積の把握 単位収量の把握(モデルor坪刈り)

696,258 t

収量の把握



(３)事前情報による計画最適化タイプ
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他社より先に情報を把握することによる競争力強化

 太陽電池パネルの分布把握や、太陽・風力エネルギーのリソース
マップによる発電所建設計画の最適化

 土地被覆分類図等による都市開発計画

 降水、土壌水分、水場情報等による水資源管理・河川管理計画

 土木・建築における環境・社会影響評価、災害リスク評価

 農業・林業における栽培適地の調査

太陽光リソースマップ 海上風力エネルギーマップ



(４)監視・モニタタイプ

19

 安全保障

 違法船監視

 違法伐採監視

 工事進捗モニタ

 地盤沈下監視など

 石油パイプラインの地盤沈下監視

 世界遺産の監視

 海洋汚染監視(石油スリック等)

SARによる違法伐採監視



(５)防災・被害軽減タイプ
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 被害推定(風水害・地震・林野火災・降雪等)・災害対策の最適化

 衛星降水データを活用した洪水・地滑り・干ばつ予測

 地殻変動データ、地表面温度を活用した火山活動の監視

 火山灰分布マップによる影響把握

東日本大震災後の津波浸水域の変化

Image from International Charter

被災建物の識別



(６)保険タイプ
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 降水データ・収量データを用いた農業保険

(途上国向け&先進国向けピクセルベースのリスク分散型保険など)

 被害推定データを用いた損害保険

http://www8.cao.go.jp/space/comittee/27-

minsei/minsei-dai11/siryou10-1.pdf



(７) 対象物価値向上タイプ
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 農産物価値向上(タンパク質含有量によるおいしいお米の識別)

 不動産価値向上(地盤沈下がない、XXXに近い、など)

 観光資源の可視化

http://www8.cao.go.jp/space/prize/third/pdf/jirei-

fy29-6.pdf



(８)その他
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 発見タイプ
➢ 遺跡の発見、鉱物資源の発見など

 基礎データの提供タイプ
➢ 衛星画像

➢ 地図

➢ ３次元地形図

➢ 土地被覆図等

 データ提供・処理プラットフォームタイプ
➢ 衛星画像・地図のAPI等での提供など

 教育・エンタメなど



新規ソリューション開発の可能性
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1. 新しい分野の探索 (金融・経済、保険、不動産、小売、娯楽、観光、物流など)

※従来分野(農林水産、防災、安全保障、建築・土木・インフラ、都市開発、環境、気候変動、気象、海
洋、エネルギー、資源・鉱業など)

2. 国外マーケットを狙う (途上国やSDGsマーケットなど)

※国内は地上データが豊富に得られるため衛星データの優位性がなくても、地上データの少ない途上国
や国土の広い国では有効活用できる

3. 新しい技術の活用 →精度向上・新たな情報の把握
 機械学習による画像認識など→識別対象の多様化・精度向上

 地上ビッグデータとの組合せ→機械学習の正解データ、新たな相関関係の抽出

 新規観測システムの打ち上げ
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(1) リモートセンシングデータカタログ
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 背景（課題）：

 現在、国内外の多くの地球観測衛星が取得したリモートセンシングデータは、都市計
画、国土管理、安全保障等の分野で広く活用されています。一方、これまでリモート
センシング分野にあまりなじみがない民間企業にとってリモートセンシングデータの
活用は限定的な範囲にとどまっています。

 目的：

衛星リモートセンシングデータ活用を検討中の民間企業の方を対象に、どのような

データが利用可能であるかのカタログ化を行いました。

 本カタログではリモートセンシングデータの具体的な適用対象、導入メリットを示す
とともに、個別のデータが「どのような種類で」「どのような形で」「どこに保存さ
れており」「どのように利用可能か」「価格体系（有償／無償）」といった観点が明
確にわかるように整理しました。

URL：
http://aerospacebiz.jaxa.jp/solution/satellite/



(2) リモセンデータカタログの見方 (1/3)  
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内容 Lv.1

(対象)

内容 Lv.2

(プロダクト)

衛星名 センサ名 量（頻度）/下
限値

量（頻度）/上
限値

精度（分解能
など物理量）

存在期間（運
用開始年）

存在期間（運
用終了年）

データ形式

＜項目記載例＞

地形 AW3D®(

全世界デ
ジタル3D

地形デー
タ)

ALOS PRISM 46日 46日 分解能：5m 2006年 2011年 GeoTIFF
その他要望
に応じて提
供可能

＜各項目の解説＞

リモセン
データによ
る観測対
象

関係機関
より販売ま
たは配布さ
れているプ
ロダクト名

データを収集する衛星
名／搭載センサ名を記
載

衛星の再訪日数を下限
値、回帰日数を上限値
として記載

（※ただしアーカイブとし
て提供されているデータ
等は必ずしもこの間隔
で存在するとは限らない
ため、あくまで参考とし
て記載）

データの精
度を記載

衛星の運用開始年およ
び終了年を記載

（※ただし現在も観測継
続中の場合には終了年
欄に「運用中」と記載

データの
フォーマット
(拡張子等)

を記載

（次ページへ続く）

＜注意事項＞
本カタログは現在入手可能なリモセンデータプロダクトの概要を整理したもので、全てのデータを網羅するものではありま
せん。実際のデータ種類・特徴の詳細については参考URL先を確認いただく／入手先機関に問い合わせるなどし、確認をお
願いいたします。



(2) リモセンデータカタログの見方 (2/3)  

28

入手先機関 入手方法 有償／無償 備考 参考URL1 参考URL2 参考URL3

＜項目記載例＞

一般財団法人リ
モート・センシング
技術センター
(RESTEC)

FTP／HDD 有償 ・ALOS自体の再訪日数は4日程度である
が、アーカイブデータとしての時間間隔は
不明
・WorldView衛星データと合わせた
AW3D®(全世界デジタル3D地形データ)
高精細版もラインナップとして用意
・DEM（水平垂直） 5m
・2014.年3月～2016年3月の期間で全世
界をカバー

https://www.reste
c.or.jp/satellite/al
os

http://aw3d.jp/ http://aw3d.jp/pub
lic/AW3D_brochur
e_201510_J.pdf

＜各項目の解説＞

入手先は、機関
単位で行を分
けて記載

納品の形
態を記載

有償／無
償の別を
記載

その他、参考となる補足情報を記
載

データ購入や問い合わせ先が記載されている
WebサイトのURLを記載（ハイパーリンクをク
リックすることでジャンプ）

（前ページからの続き）

＜注意事項＞
本カタログは現在入手可能なリモセンデータプロダクトの概要を整理したもので、全てのデータを網羅するものではありま
せん。実際のデータ種類・特徴の詳細については参考URL先を確認いただく／入手先機関に問い合わせるなどし、確認をお
願いいたします。

https://www.restec.or.jp/satellite/alos
http://aw3d.jp/
http://aw3d.jp/public/AW3D_brochure_201510_J.pdf


(2) リモセンデータカタログの見方 (3/3)  
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実際にデータを検索する際には、Microsoft Excelの「オー
トフィルタ機能」を活用し、興味がある項目や対象とする
精度・期間などで絞り込んで表示させると便利です。

＜注意事項＞
本カタログは現在入手可能なリモセンデータプロダクトの概要を整理したもので、全てのデータを網羅するものではありま
せん。実際のデータ種類・特徴の詳細については参考URL先を確認いただく／入手先機関に問い合わせるなどし、確認をお
願いいたします。



(3) データ入手手順（有償データの場合）
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•販売代理店に問い合わせ、利用ニーズに合った製品を指定し注文・購入します。

•納品されたデータは専用のソフトウェア等を用いて処理し、自らのシステムへ
の取り込みを行います。

販売代理店に問い合わせる

製品の種類、仕様を指定し見積を取得

注文・支払い

データ納品

データを専用ソフトウェア等で処理し、
自らのシステムへ取り込み

＜データの指定＞
✓ 衛星／センサ、画像（バンド、分解

能）
✓ データ補正の程度／プロダクト種類
✓ 関心領域／シーン数／範囲
✓ アーカイブ画像or新規撮影（タスキ

ング）

＜納品形態＞
✓ FTP（ダウンロード）／DVD／

外付けHDD等

＜画像データ形式＞
✓ NITF／GEOTIFF等



(4) データ入手手順（無償データの場合）
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•データを配布している関係機関のWebサイトへアクセスし、まず利用
者登録を行います。通常、データの指定およびダウンロードは全て専用
のWebサイトから行います。

配布機関のWebサイトへアクセスする

利用者登録を行いIDとPASSを入手する

範囲等をWebサイト上で指定

PCへデータをダウンロード・解凍

データを専用ソフトウェア等で処理し、
自らのシステムへ取り込み

＜データの指定＞
✓ センサ、画像バンド
✓ 関心領域／範囲
✓ アーカイブから、いつ取得され

たデータを入手したいかを指定

＜納品形態＞
✓ FTP（ダウンロード）

＜画像データ形式＞
✓ NITF／GEOTIFF等



革新的衛星技術実証プログラム

• 民間企業や大学などが開発した機器や部品、超小型衛星、キューブサットに搭
載し、宇宙実証の機会を提供するプログラム

• 超小型衛星、キューブサットをＪＡＸＡで打ち上げます！機器や部品をＪＡＸＡの人
工衛星に搭載し、約１年間宇宙で運用して得られたデータを提供します！
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http://aerospacebiz.jaxa.jp/solution/satellite/#kakushin



➢ 民間事業者等を主体とする事業を出口とした、技術開発・技術実証等を伴うパートナーシップ型の協業プログラム

➢ 民間等とJAXAがそれぞれの強み・リソース持ち寄り、新たな宇宙関連事業の創出へ

➢ 異分野融合等によるオープンイノベーションの取組みにより、宇宙分野に閉じることのない技術革新の実現へ

オープンな事業テーマ募集と対話に
よる事業及びパートナー選定

民間等事業テーマ案

提示

対話

宇宙イノベーションパートナーシップ

民間事業者等
（事業化に向けた
取組みを先導） （技術開発を先導）

技術開発・技術実証を伴うパートナー型協業

事業化

新しい宇宙関連事業の創出
（民間等主体で事業展開へ）

宇宙分野に閉じることのない
技術等の獲得

協業を促進するための
新しいルールや仕組み（例）

➢ 協業に適した実施プロセス、新しい仕

事の進め方

➢ テーマに応じた実施体制や開発標準、

契約制度等を柔軟に適用

➢ 外部専門家等の参画、人材交流

➢ ベンチャーから大企業まで様々な新しい
民間等をパートナーとして想定

➢ 異分野コミュニケーションの場

➢ JAXA内外の人・知の糾合

パートナー
シップ

異分野技術・人材、
官民リスクマネー等

宇宙イノベーションパートナーシップ
～宇宙利用・宇宙産業の拡大を目指して～
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【JAXA第４期中長期計画(平成30年度～)新規プログラム】

コンセプト共創活動 ソリューション・事業コンセプト検討

事業共同検証
共同フィージビリティスタディ, 
共同での技術開発、実証等

[参考] 宇宙ベンチャー育成のための新たな支援パッケージ （４．宇宙ベンチャーとJAXA等との人材交流を含めた技術協力）

宇宙ベンチャー企業とJAXA等との出向等による人材交流を促進するとともに、事業化までをスコープとしたJAXAと民間企業との
パートナーシップ型の技術開発・実証を行う。

目指す
成果

➢ベンチャーから大企業まで様々な新しい民間等の宇宙分野への参入

➢グローバル市場や異分野市場において競争力を持つ新しい宇宙関連事業の創出

➢宇宙分野に閉じることのない技術等の獲得、イノベーション創出


